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はじめに

長崎市平間町市道工事現場の複輝石安山岩質

母岩から数粒の長径 1011ull× 7 11ull× 4 11ull大 の樹脂

光沢のある衆片状閃亜鉛鉱 (図 4、 5)と 矢上大

橋南部海岸の埋立地から粗粒砂岩に生じた集形

状・楽片状の黄鉄鉱に富む閃亜鉛鉱 (図 3)鉱

脈 2個 を採取した。当時は城平～間ノ瀬市道拡

幅工事やJR榎木 トンネルエ事が行われていた頃

で、現場の道路端にはたくさんの黄鉄鉱に富む

鉱脈が散在 していた [掘削された岩屑は、矢上

大橋南部海岸の埋立に使用 ]。

Ⅱ 採取日
1966年 6月 12日 (日 )[2008年 9月 に田島の

標本箱より再発見]

Ⅲ 採取地
長崎市 平間町 市道工事現場

[北 緯32C47′ 33″ ―東経 129° 56′ 56″ ]
…採取地は旧道=市道中央線路面×印の位置に

あたる(図 1、 2)。

Ⅳ 採取状況
長径 10111111× 7 11ull× 4111111大 以下数粒の樹脂光沢

のある衆片状閃亜鉛鉱に富む部分 (図 4、 5)数

点と砂岩に生じた集形状 。衆片状の黄鉄鉱に富

む閃亜鉛鉱 鉱脈の部分 (図 3)。

V 平間地方の地形
本地方は川平閃緑岩体 [橘、1957]周 縁部のひ

ん岩 (斜方 iF~石 単斜輝石ひん岩)がつくる火山麓

扇状地を間ノ瀬川が侵食 してWNW～ ESE方 向の

“V字谷"を形成 し、おおむね壮年期の地形を

呈 している。川平閃緑岩類 [田 島ほか、1990]は

帆場岳の標高430mま で分布 しているが、この

標高が川平閃緑岩類活動末期の準平原面に近い

ものであろう。

Ⅵ 平間地方の地質
本地域の地質について最初に調査 した小川、

1905は “長与、西浦上、矢上村"には粒状安山

岩 (Propylite)や 粒 状石 英安 山岩 (Quartz

propylite)"が 分布 し、金鉱 の重要な鉱床 と

なっていることを指摘 した。また、鎌田・堀 口、

19731ま、 り1平 イヽ1近 のWNW―ESEIこ 6 km× NNE―SSWに

2 5kmに わたって “川平閃緑岩"が分布 し、そ

れ らを取 り巻いて VヽNV ESEに 10km× NNE SSWに 4

kmに わたって “変朽安山岩 (プ ロピライ ト)"

が分布すると記載 している。 さらに 田島ほか、

1990お よび布袋、1993は 、川平閃緑岩類は長崎

の 1ヒ 吉「 |こ nlNW― ESEに 10km× NNE―SSWに  5 kmに オ)

たって分布 し、中央部にA.斜方輝石単斜輝石
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図3 古賀層砂岩に生じた閃亜鉛鉱 鉱脈

攀 ‐
・・
ず・
・

図 5 閃亜鉛鉱の労開 写真横幅 0 64mm
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試料は Xの位置で採取

図 4 閃亜鉛鉱 写真横幅 2mm



微閃緑岩およびC.石英斜方輝石単斜輝石微閃

緑岩がありそれらを取り巻いてB.斜方輝石単

斜輝石ひん岩―安山岩、D.石英斜方輝石単斜輝
石ひん岩‐安山岩、E.角 閃石斜方輝石単斜輝石

ひん岩―安山岩が分布 し、ひん岩―安山岩岩体の

部分は周辺部においては長崎火山上部の複輝石

安山岩溶岩に移化 している。さらに、ひん岩―

安山岩の部分は “プロピライト変質作用"を う

け灰緑～暗緑色のプロピライ トに変化 し、岩体

中央部には、黒雲母、電気石、ウラル石、石英、

金鉱などが生じ、岩体周辺部には、黄鉄鉱、黄

銅鉱、閃亜鉛鉱、沸石、方解石、水晶、玉随、

アクチノ閃石、緑れん石、緑泥石、石膏などが

晶出。

田島、1975は 、川平閃緑岩類は長崎火山上部

の輝石安山岩類に連続するとし、川平閃緑岩類

がいわゆる変質地域内に“プロピライト化作用 "

をおよばしたとした。近藤・梅野、1978は 、長

崎火山 ド部の角閃石安山岩および角閃石安山岩

質火山角礫岩の部分のみがプロピライ ト化作用

を受けたと考えている。平間地方においては、

矢上層群古賀層の粗粒砂岩に川平閃緑岩類周縁

部の斜方輝石単斜輝石ひん岩が貫入し、その後

火山作用により周辺の岩石は “プロピライト化

作用"を蒙っており、各地に “黄鉄鉱を伴 う鉛

直方向の小鉱脈が見られた (図 2)c

以上川平閃緑岩類のプロピライト変質作用は

鮮新世～第四紀の島弧変動期の変質作用 [新版

地学事典、1996]であると考えられる。

Ⅶ 図・写真の説明
図 1 位置図 閃亜鉛鉱 採取位置…×点
図 2 試料は×点の位置で採取
図 3 長径 7 cmの 閃亜鉛鉱の鉱脈
図4.拡大した閃亜鉛鉱 …写真横幅 2 mm

[写真撮影 :浦り1孝弘]

図 5 拡大した閃亜鉛鉱の労開 …写真横幅
0 6411ull[写真撮影 :浦川孝弘]
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Ⅷ 閃亜鉛鉱の同定
(1)比重…黄鉄鉱 (比重502)を多く含む閃亜鉛

鉱 (比重394.1)に 富む部分の比重は436で

あった。

(2)労 開…×50～ ×200に 拡大すると閃亜鉛鉱

の労開が見られる.[鑑定 :浦川孝弘]

(3)光沢…試料の閃亜鉛鉱に富む部分は、樹脂、

金属、ガラス、ダイヤモンド光沢を呈する。

(4)閃亜鉛鉱に希塩酸を加えたときの化学変化

ZnS + 2HCl→ ZnC12 + H2S↑
閃亜鉛鉱 希塩酸  塩化亜鉛  硫化水素
1.常温で閃亜鉛鉱 (Zns)|こ 富む部分の粉
末に希塩酸(HCl)を 反応 させ ると硫化水素

(H2S)の微小な気泡 (腐卵臭)を発生する。

2 常温で黄鉄鉱 (FeS)|こ 希塩酸 (ICl)を注
ぐと微小な気泡を発生するこ方鉛鉱 (PbS)

に希塩酸 (1(1)を注いでも気体は発生しな

いが、しばらくの間に乳白色に変化する。

Ⅸ おわりに
長崎地方からの “閃亜鉛鉱 (Zns)"の 産出

は本報告が新記載である。小川、1905、 大日方、

1913、 外山、1937、 岡本、1958等 の諸論文・目

録には未記載であるc
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